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第１章 プランの策定にあたって

第１章 プランの策定にあたって

１．プラン策定の背景

人口減少や少子高齢化が進む中で、男女が互いに人権を尊重しつつ責任を分かち合い、性

別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮できる「男女共同参画社会」の実現は、地

域社会の活力を維持するうえで、喫緊の課題です。

平成 年に施行された「男女共同参画社会基本法」に基づき、本市では、これまでも男女

共同参画社会の実現に向け取り組んできました。しかし、男女の不平等感や性別による固定

的な役割分担意識（※）は、様々な場面に根強く残り、家事・育児・介護等への男性の参画や、

政策・方針決定過程への女性の参画が進みにくい状況もみられることから、引き続き、市全

体で、これらの改善に取り組んでいく必要があります。

また、ドメスティック・バイオレンス（※）（以下「ＤＶ」という。）の防止対策、仕事と生活

の調和（ワーク・ライフ・バランス（※））の推進、女性活躍の推進、働き方の見直し等、多く

の新たな課題への対応が求められています。加えて、新型コロナウイルス禍は女性により深

刻な影響を及ぼしていることから、その対応についても十分配慮していく必要があります。

そこで、これまでの本市の課題等を踏まえながら男女共同参画社会の実現に向けて計画的

な推進を図るため、新たな「第５次岩出市男女共同参画プラン」（以下「本プラン」という。）

を策定し、男女共同参画の推進、女性の活躍推進、女性に対するあらゆる暴力の根絶等の取

組を進めながら、すべての市民が暮らしやすい社会を目指します。


